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問題 と 目的









を重視することにある (Talib and IIosOya、2007)。 日本の保育現場で重視されるものは、む しろ
「協調性」や 「他者への優 しさ」である傾向が強い (新倉、2001)。この、一見相反する保育環境
の構成下において、日本の教育を受けた り、日本人に育てられたりしている経験を持つ乳幼児が、




生活 し、保育所ではフィンラン ド語で過ごし、日本人補習校で日本語を学ぶ といった、たいへん
過酷な状況 ドで成長する。 しか しこういった状況は、生涯にわた り「自己決定力」を重要視する







を自負する (Paivi、1999)cしか しながら、その ^端に見られる、実質的な「個人主義社会」が、


















忙な中での調査であり、「子育て」 とい うプライベー トな内容に踏み込むことを考慮
し、事前に特別な準備はいらないことを伝えたcその上で、できるだけリラックスし
た状態で面接当日まで過 ごしていただくように努めた。
金 (2008)および久富 (2002)の実施 した由i接調査を参考に、5名の母親 と、一対一
で面接調査 (インタビュー)を実施 した。面接場所は、ヘルシンキ市内の静かなカフ
ェを選び、面接時間帯は、平 日午後とした。仕事のない時間又は勤務終 了後とし、子
どもや家族 とは一緒でなかつた。調査者は、面接者 とはすでにメールでのや り取 りや
数回の面識があつたため、雑談をしながら和やかな雰囲気で面談をはじめることが可
能であった。質問内容については、最初に属性について質問 し、その後は自由に気に



































































































そ もそ もAccommodationとは、an adjustment Or adaptati01l tO suit a special or
different purpose(特定の、または異なる目的に添 うように調節 した り適応 した りすること)
という原意で、バーンステインが、文化的再生産の妨害者としての学習理論の特性を論ずる中で、
大人 (保育者)中心の「支配―domination―」の概念を、千ども(幼児)中心の「適応―AccommodatiOn
―」概念に代えるとい う幼児期の学習理論の特徴を指摘 したものである。cultulヽal accOmmodatiOn
(文化的調整)とい う概念を和訳すると「自分を失って相手文化に適応 した り,贋応するのではな















































者 と園児のや りとりをみると、多くの場合、ホス ト文化である[]本を中心と
が、その特徴 と問題は、「本人たちにまったく悪気がない」とい う点だと考え
)。 実際にはそのような傾向は、1司じように新 しい文化にAccOmmodatiOnしよ










































「θ′´ θ。  あ″`′″″19 ′ 乃`)θノヽァ θ√メ]ノν`)′′ノθノ7′ノ「 ″′″s″7・SSゴθノ7. Iフondon and BostOn: Routllヽdgc & Kcgan Paul.
EricsOn.H.Erick。( 1950)ChildhoOd and SOcicty, NortOno co。
福岡安則。 (1993)。在 日韓国・朝鮮 人一若い世代のアイデ ンテ ィテ ィ.中央公論社 .
Grant&Gloria Ladsoll―Bi l l illgs。 (1997). I)ictionalヽy of｀ヽItllt icultur,1l Educをiti011 12. Orvx Press.
Greenman, Jim。(1989)。1ソiving ill the Real Wolヽld: I)iv(ヽ1ヽsity and Collflict.ДY`)/7′ノgθo Provides cxamplcs flヽO
child (〕are settings that makc it casicr to pcrcヽc v( ヽalld k110w hOw tO rcspond to differences.
萩原元H召。(1996).外国籍幼児に適応す る園環境の構造。 1可際〃j児教育学研究, 3,16-17.
久富陽 子。 (2002)。日本の多文化保育に向 |ナての 。そ察― ノこ中国 1呵籍の障親へのインタビューを通 して一.横浜女
子短期大学研究紀要,17, 9-20。
金兌恩。 (2008)。在 日韓国 0朝鮮 人児童のアイデンテ ィテ ィとホジショナ リテ ィー 京都市立小学校 における 「民族
学級」を事例に一.京都 社会学年報,16,1-20.






Paivi,ElovainiO。(1999)。 FACT ABOl´lT FTNLAND. Otava BOok Prilltirlg.
Pi rjo,VuoristO。 (1999)。 Hc]singin kaupungin. Firlland.
Talib and HOsOya。(2007)。  Excellence in EducatiOn and Challenges fOr Divorsity i1l Japan and Firlland.
Nature――pcople―sOci ety,43,23-44.
田代幹康。 (2003)。スウェーデンにおける ノーマ ライゼー ションの理念 とその関連概念について。學校法人昌賢学
園論集, 2,185-204.
山岡テイ。 (2001)。多文化子育て報告 書.多文化子育てネ ッ トワー ク, 2-128.
